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In vitro 実験：著者は, 大腸癌細胞として HCT 116, WiDr, RKO, HCT-15, SW480，正常細胞の代用と






 In Vivo 実験：著者は, 16匹の SCIDマウスの大腿部に 1×106の HCT 116を皮下移植し，コントロー
ル，リナロール 100μg/kg投与，リナロール 200μg/kg投与の 3群に分け，3日毎にリナロールを経口
投与した．21日後に犠牲死させ，腫瘍を摘出して重量を測定している．胃，肝臓，腫瘍のそれぞれにつ
いて過酸化脂質である 4-ヒドロキシノネナールの免疫染色を行った．リナロールの肝臓に対する副作用





































 平成 29年 6月 30日, 学位論文審査委員会において, 審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った．その結果，審査委員全員が合格と判定した． 
 よって，著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める． 
